
 
今回は、１年生のオンラインセミナー 第９回 の報告です。 

◇ オンラインセミナー「関ジモト大学online」                 

今年度は、例年夏休みに行っているフィールドワークに代わって、オンラインセミナーを

実施しました。関市で活躍する「せき・まちづくりＮＰＯぶうめらん」が主催する「関ジモト

大学 online」の場をお借りして、関市内の２７企業と生徒が意見交換を行い、各企業のＳＤ

Ｇｓに関わる取り組みについての話を聞きました。 

各企業と生徒の交流について、第１回から第２７回までシリーズで紹介します。 

 

◇ 第９回 株式会社 キョウワ                             

 ◆機械を作る会社 

   機械の設計から、部品製造、機械装置の組立、完成 

までを一貫して対応出来る技術を持っています。 

食品を包装する機械、食品を製造する機械、工場の 

中をロボットを使って自動化する機械、など、現代の 

生活に無くてはならないモノづくりを支える機械を 

作っています。 
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◆オンラインセミナー「関ジモト大学 online」に参加した生徒の感想 

  ・機械関係だけでなく、地域のお年寄りの方への出張や小学校に本を寄贈することを１

０年以上前から続けていることに驚いた。ＳＤＧｓの３番と４番にも対応していて、

社会貢献されている企業だと思った。 

  ・僕が一番感心したことは、今回お話を聞かせていただいたキョウワさんが、ベトナム

に進出しているということです。キョウワさんは、自動倉庫や物流関係、食品関係な

ど、幅広い分野で独自の工夫にあった機会を開発している会社です。そんなキョウワ

さんは、海外進出をするにあたって、中国などのメジャーな国ではなく、ベトナムを

選びました。その大きな理由は、ベトナムは中国に比べて日本の会社の進出率が低か

ったからだそうです。しかし、進出率が低いということは、ベトナムの人からした

ら、あまり信頼をされていないということです。そのため、まず社長さんは、ベトナ

ムにしばらく住み、地元の人々と信頼関係を築いていき、その現地の文化、風土、土
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地、気候などを十分に学んだうえで、会社を立ち上げました。僕は、その地域で会社

を建てるために、まずその地域を十分に知るという考え方がすばらしいと思ったし、

そのことを熱心に語る社長さんを見て、本気でベトナムという国や社員さんのことを

大切に思っているんだなと実感しました。また、ベトナムの工業高校を卒業した人な

どをエンジニアとして日本の会社で雇用し、ベトナムに戻った時にその技術を広げて

もらうなどの取り組みを行い、ベトナムの工業技術の発展にも尽力しています。 

  ・授業員を幸せにするために仕事をしている会社だと感じた。 


